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実習の内容 

• ビジネス・インテリジェンス(BI)ツール
であるQlikViewを用いてEファイル・ 
Fファイルの分析を行います 

• 診療行為のプロセス・医療費分析が可能
です 

• QlikView初心者を対象としています 

• QlikView Ver.10以上をインストールした
Windows PCと二口以上のAC電源延長
コードをご持参ください 



復習のための教材 

• スクリーンキャストを公開しています 

• http://youtu.be/paP6D3WZ4Vc 

• 1080pでご覧ください 

• ご質問などございましたらご連絡ください 

• Km@med.uoeh-u.ac.jp 



配布資料の説明 

• exEfile.txt：ダミーのEファイルを分析用
に加工したもの 

• exFfile.txt：ダミーのFファイルを分析用
に加工したもの 



本実習の位置づけ 

１ 

•提出用DPCデータの作成 

•（日常業務） 

２ 

•提出用データから分析用データの作成 

•支援ソフトやデータベース管理ソフトなどを活用 

３ 

•分析用ファイルを使用して分析実施 

•オフィススイートやビジネスインテリジェンスツールなどを活用 

本日の実習は「３」だけ扱います。 
分析用ファイルの作成については別途ご相談… 



ステップ 

• データの取り込み 

• 個人別医療費の可視化 

• 日別医療費の可視化 

• 日別出来高医療費の可視化 



データの取り込み 

新規作成をクリックします 



データの取り込み 

キャンセルをクリックします 



ロードスクリプトの編集 

「ロードスクリプトの編集」をクリックします 



ロードスクリプトの編集 

カーソルが最下部に来ていることを確認 

「テーブルファイル」をクリックします 



ロードスクリプトの編集 

実習フォルダの中の分析用Eファイルを 
選択します (exEfile.txt) 

「開く」をクリックします 



ロードスクリプトの編集 

カンマで区切られているが、認識されていない 



ロードスクリプトの編集 

区切り記号を「カンマ」に変更 

正しく表示されれば「終了」 



ロードスクリプトの編集 

このように表示されます 

分析用Fファイル(exFfile.txt)も 
同様の手順で取り込む準備をします 

分析用Fファイルも作業が 
終了したら「OK」をクリック 



リロード 

何も変わっていないように見えますが、 
現時点では取り込むための命令（ロードするためのスクリプト）を 
書いただけなので、再読み込みする必要があります。 

「リロード」をクリック 



ファイルの保存 

すると、まずファイルを保存するよう 
メッセージが出ますので、実習用ファイルが 
格納されているフォルダに新規保存します 



ファイルの保存 

任意のファイル名で保存します 

※実習用ファイルは一瞬でリロードが終わります。自院データなど大きなファイルでは 
それなりの時間がかかります。（メッセージが出ます） 



個人別医療費の可視化 

何もないところで右クリックします 
「リストボックスの追加…」をクリックします 



リストボックスの追加 

分析の切り口となる項目を追加しましょう 
例）MDC, DPC6桁, DPC14桁… 

マウスでシングルクリックした後「追加」ボタンをクリックするか 
ダブルクリックすることで表示項目に追加できます 



リストボックスの追加 

分析の切り口となる項目を追加しましょう 
例）MDC, DPC6桁, DPC14桁… 



チャートの作成 

個人別医療費の棒グラフを作成します 
「クイックチャートウィザード」をクリックします 



チャートの作成 

この画面では作業はありません 
次へ進みましょう 



チャートの作成 

棒グラフを選択し、次へ 



チャートの作成 

第一軸をRecIDにして次へ 



チャートの作成 

項目を「行為金額計」の「合計値」に 
設定し、次へ 



チャートの作成 

スタイルを横向きに指定し、完了 



チャートの見栄えをよくしよう 

このようなグラフが作成されます。 
形を整えましょう。 
グラフのウインドウを右クリックし 
プロパティを開きます。 



タイトルの変更 

ウインドウのタイトルを変更できます→。チャートのタイトルも変更できます→。 



並び替えを行う 

Y軸値の降順にすることで、総額が多い人から表示できます。 



並び替えを行う 

並び替えるとこのように表示されます。 
次に、診療区分（基本料や薬剤、手術などのカテゴリ）ごとの医療費の積み上げます。 



診療区分ごとの積み上げを作成 

「軸」のタブを開きます。項目から軸項目へ「中診療区分」を追加します。 

いま作成したグラフでは、総額しかわかりません。診療区分ごとの医療費を 
表示できるように、プロパティを再度開いて、加工してみましょう。 



診療区分ごとの積み上げを作成 

「スタイル」のタブを開きます。形式をグループから積み上げに変更します。 



診療区分ごとの積み上げを作成 

中診療区分ごとの積み上げグラフになりました。→ウインドウの上部灰色のところを
クリックし、Ctrl+C →Ctrl+Vでグラフが複製できます。（上図は実行後） 



日ごとの医療費グラフの作成 
複製した側のグラフのプロパティを変更することで、新たなグラフを作成できます。 

「軸」のRecIDを「入院日との相対」に変更します。順序は「上へ」「下へ」ボタン
で変更します。 



日ごとの医療費グラフの作成 
複製した側のグラフのプロパティを変更することで、新たなグラフを作成できます。 

「ソート」の「入院との相対」を、数値の昇順にします。これで日付順に表示されま
す。 



日ごとの医療費グラフの作成 
複製した側のグラフのプロパティを変更することで、新たなグラフを作成できます。 

新たなグラフを作成できました。縦向きの方が見やすかったので縦にしてみました。 
（※プロパティ→スタイルで変更です） 

一つのRecIDを選ぶ（クリッ
ク）と、その人のデータだけ
表示されます。 
選択を解除するには上部の
「クリア」をクリックします。 
データは壊れませんので、い
ろいろと試してみましょう。 



日ごとの医療費グラフの作成 
複製した側のグラフのプロパティを変更することで、新たなグラフを作成できます。 

前頁で一人だけ選択したあとの状態です。 



この画面の使い方 

• MDC,DPC-6,DPC-14で分析対象を絞る 
（そのほかにも切り口はたくさんあります。独自の切り
口を見つけてください。） 

• 対象となる患者グループが左側のグラフ
に表示される 

• 分析対象とする患者を選定する 
一人だけ手術の金額が高い、手術ありのコードなのに手
術の費用が出てこない、薬剤料が一人だけ多い、等々 

• 対象とした患者の日ごとの医療費の変遷
を見る 



日ごとの出来高医療費グラフ 
シート丸ごともコピーできます。「メイン」と書いてあるタブを右クリック。 

シートのコピーを選択します。「メイン のコピー」というシートができます。 



日ごとの出来高医療費グラフ 
できました！ 

左側のグラフは不要なので、右クリック→削除としましょう。 



日ごとの出来高医療費グラフ 
中診療区分ごとに表示されていた日ごとのグラフのプロパティを変更します。 

「軸」のSum(行為金額計)を削除します。 



日ごとの出来高医療費グラフ 
軸の「追加」ボタンをクリックします。すると、数式の編集画面が現れます。 

集計関数を「合計値」、項目を「F行為金額計」とし、「貼り付け」をクリックします。 
すると、上の数式欄に表示されます。 



作成する数式 

Sum(F行為金額計)+Sum(F薬剤金額計)+ 
Sum(F材料金額計) 

＋は自分で書く必要があります。Sum(F-----)は先ほどの要領ではりつけます！ 

数式完成後OK→OKとクリックしていけば、出来高での日別医療費のグラフが完成です。 



日別出来高グラフの完成 

見栄えを良くする方法（タイトルの変更など）は前述のとおりです！ 



診療名称を見えるようにする 

ストレートテーブルは自動で表を作成する機能です。 

ストレートテーブル機能を使用します。クイックチャートウィザードを使用します。 



診療名称を見えるようにする 

第１軸を「診療明細名称」にします 

ストレートテーブル機能を使用します。クイックチャートウィザードを使用します。 



診療名称を見えるようにする 

項目を「F行為金額計」にします 

ストレートテーブル機能を使用します。クイックチャートウィザードを使用します。 



診療名称を見えるようにする 

この画面では特に作業はありません。そのまま完了します。 

ストレートテーブル機能を使用します。クイックチャートウィザードを使用します。 



診療名称を見えるようにする 

薬剤金額や行為金額も表示させましょう。（次頁） 

ストレートテーブル機能を使用します。クイックチャートウィザードを使用します。 

こんな表ができます。 



診療名称を見えるようにする 
ストレートテーブル機能を使用します。クイックチャートウィザードを使用します。 

次の数式を追加します。 
・Sum(薬剤金額計) 
・Sum(行為金額計) 
追加の仕方は前述のとおりです。 
ヒント；追加→数式エディタで作成→貼り
付け→完了！ 
 



診療名称を見えるようにする 
ストレートテーブル機能を使用します。クイックチャートウィザードを使用します。 

ソートを「診療明細名称」の 
「数式」の「降順」にします。 

作成する数式は次の通り 
Sum(F行為金額計)+Sum(F薬剤金額計)+ 
Sum(F材料金額計) 
ヒント；先ほど作成したものと同じ 

この四角をクリック
すると数式エディタ
が起動します 



診療名称を見えるようにする 
ストレートテーブル機能を使用します。クイックチャートウィザードを使用します。 

金額の高い順に診療名称が表示されます。 



この画面の使い方 

• 前のシートで選択された患者の出来高の 
医療費をグラフで見る 
例えば手術に分類される医療費が他の患者より高ければ
中診療区分50を掘り下げてみる 

• 注目する診療区分の診療名称と出来高医
療費をストレートテーブルで見る 
手術に分類される医療費が高い理由を読み取る。高額な
材料をたくさん使用していないか・本来の術式であれば
使用しない機材が使用されていないか、など 



まとめ 

• 「QVの使い方」の実習を行いました 
何を見るのか、分析用ファイルはどうやって作るのか、
などはお話していません 

 

• QVは「みるため」のツールです 
これ一つで有意差が出せたり、勝手にレポートを作成 
してくれるわけではありません 
ただし、見せ方がとてもきれいなので活用できるように
なると便利です 


